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6月議案内容（抜粋）

№22

豊田自動織機労働組合

ＴＥＬ：0566（24）5848

※裏面に続く

議案審議：条例2件、補正予算3件、その他3件、人事案件3件、計11件を審議

・ 補正予算について 

ゼロカーボン推進事業・・Jクレジットの権利購入費（82万５千円）

※Jクレジットとは、森林の保全・育成によるCO2 等の吸収量をクレジットとして国が認証する制度

購入代金は、創出者に還元され CO２等の排出削減・吸収の 取組や地域活性化などの財源として活用

青少年支援事業・・婚活イベント費用補助（13万6千円）

※若者同士の出会いの機会を創出するため、観光資源を活用した婚活イベントを実施する

文化芸術支援事業・・ジュニア弦楽団の団員負担軽減（79万7千円）

※本年９月に設立を予定の「おおぶジュニア弦楽団」の参加者の負担軽減を図り、参加しやすくする

病児保育事業・・病児・病後児保育施設整備・運営補助金（1,887万8千円）

※病児・病後児保育は、急な病気で保育園などに預けることができないこどもを保護者に代わって預か

る制度で、今回は医療機関に併設した施設で保育する施設の整備を行う

おもちゃ美術館整備事業・・おもちゃ美術館整備・運営計画策定業務委託料（1,294万7千円）

※建設にあたり、人と木と森との関わりを学び、木特有なものを五感で感じ、「木育」を推進する

感染症予防事業・・コロナ感染予防接種補助金（1億8,632万２千円）

※対象者：65歳以上の方 

60～64歳で心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活が極度に制限

される方、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、生活がほとん

ど不可能な方 （高齢者インフルエンザ予防接種と同様）

自己負担額：2,000円

・ 大府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

 家庭的保育事業において、保育士の配置基準の見直しの一部改正に伴い、条例を改正するもの 

（内 容） ・保育士等の配置基準の見直し

満3歳以上満4歳未満の児童・・「おおむね20人につき1人」⇒「おおむね15人につき1人」

満4歳以上の児童      ・・「おおむね30人につき1人」⇒「おおむね25人につき1人」

※現在市内に対象となる施設は無いが、市内の関係事業主には内容を伝えている

（施行期日） 公布の日

大府市議会議員 野北 孝治組織内議員活動報告

・ 大府市デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について

 大府市デイサービスセンターの廃止に伴い、条例を改正するもの 

（内 容） ・題名の改正「大府市長草デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例」

・大府市デイサービスセンターの廃止に伴う規定の整備

（施行期日） 令和7年4月1日

大府市議会議員

野北 孝治

いつもお世話になっております。大府市議会議員の野北孝治です。

令和6年６月議会が５月30日～６月20日の23日間で開催されました。

議案では、市内のデイサービスセンターの統合による条例改正や、補正予算

では、病児・病後児保育施設整備に伴う補助などが、審議内容として盛り込

まれており、市民の安心・安全に貢献できるか、満足度・サービスの向上に

繋がる事業となっているか､効率的で効果的な内容となっているかを民間企業

出身の議員として確認いたしました。

6月議会での主な内容等をご報告させていただきます。 



野北 孝治 相談室（長草工場内） （相談室直通） 0562-48-9304 （メール） ｎｏｇｉｔａ＠ｔｉｗｕ.or.jp

6月議会 一般質問（抜粋）

その他、６月議会での議案等の審議結果については、大府市公式ウェブサイトに掲載しています。参照ください。

大府市の防災対策について

１．過去に起きた災害の教訓を生かすことについて

問.災害関連死の防止をどのように進める考えか

   答.避難所となる市内小中学校体育館及び武道場に、ＬＰガス災害対応バルクを設置しており

暑さや寒さを調整できるよう空調機を備えているほか、温かい食事を提供し、栄養バラン

スの改善やストレスの緩和を図るため、ＬＰガスを使用する炊き出しセットの配備を進め

ている。また、大規模災害発生時には薬の調達が困難になることが想定されるため、災害

時調剤支援車を使用し、薬を処方して提供する訓練を行い、支援体制を整えています。

問.避難所のトイレの衛生的な環境をどのように考えているか

 答.災害時には断水や下水道設備の破損により、水洗トイレが使用できない状況が想定されるため

凝固剤入防臭袋、圧縮保管袋、空気抜き用ポンプの備蓄の拡充を進めている。

２．消防力の更なる向上について

問.消防本部に消防活動用バイクを導入する考えはないか

   答.消防活動用バイクの主な用途は、火災現場での消火器を使用した初期消火をはじめ、救急

現場での応急処置、通常の車両では進入が出来ない場所の捜索活動、更には、地震などの

大規模災害発生時の情報収集が想定される。大府市においても、機動力の高い消防活動用

バイクを活用した消火・救急活動、情報収集等は、有効であると認識しており、今後は、

導入に向けた調査を開始し、導入に当たっては、ゼロカーボンシティの実現に向け、環境

負荷の低いＥVバイクや水素エンジンバイクなどを視野に入れ研究を行う。

   問.断水時の消火活動をどのように対応していく考えか

    答.大規模地震の発生後は、道路の陥没、隆起により通常走行ができず、火災現場まで消防車両が

到着できなかったり、消火栓を開いても水が出なかったりすることが想定される。水場の近く

  まで消防車両で進入し、防火水槽、川や池から火災現場までホースを延長して消火活動を行う

  大規模火災や数か所で同時に火災が起きた場合は、立入禁止区域を広く設定すると同時に、

ドローンにより上空から被害状況を確認し、避難誘導を行い、人的被害の軽減に努める。

SNSリンクQRコード

・次期衆議院選挙 愛知7区推薦候補者

第50回衆議院選挙（選挙日未定）に向け、豊田自動織機労働組合は

愛知7区立候補予定者”日野さりあ”の推薦を決定。

【経歴】

1987年11月生（現在36歳）

2006年東邦高等学校卒業

2010年愛知学院大学法学部卒業

2018年一般社団法人あいち多胎ネット設立

現在 株式会社ジョイフルハーツ代表取締役

【プロフィール】

三つ子を育てる小学生4児の母

高校・大学では空手道部に所属（インターハイ出場）

2014年に長女を出産し、2016年に三つ子の男の子を出産

子育てをしながら、高齢者・障がい者福祉事業や子育て支援に取り組む

現場主義を貫き、「生きた支援を政策に」を必ず実現します。
1、安心して子育てできる社会へ

2、介護に係る費用負担を軽減し、すべての人々に不安のない未来を

3、マイノリティーと呼ばれる方々の課題を解決し、包括と多様性の社会を

4、ものづくり愛知を支える企業の利益を守り、給料が上がる経済をつくる

政治とカネ問題に厳しく向き合い、クリーンな政治の実現。

※愛知7区：大府市・豊明市・日進市・長久手市・尾張旭市・東郷町

【イメージ画像】

YouTube 自己紹介動画
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